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２　地域の単身高齢者等を対象とした見守り・配食サービス等の実施
３　地域の単身高齢者等を対象とした各種相談事業の実施
４　災害時における各種支援活動の実施
５　貧困・生活困窮者等を対象とした住宅の斡旋、食事提供等の生活支援の実施
６　他法人との連携による人材育成事業
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Ⅲ 組織
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～

～

～

～

○

○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○

平成26年6月1日

平成26年6月1日

平成26年6月1日

平成26年6月1日

平成26年6月1日

平成28年5月31日

平成28年5月31日

平成28年5月31日

平成28年5月31日

平成28年5月31日

○

5

4

氏名 職業 任期

親族等特殊関係者の有無

親族

他の社
会福祉
法人の
役員

その他

理事の
親族

資格

社会福
祉事業
の学識
経験者

地域の
福祉関
係者

地域の
代表者

施設長
利用者
の家族
の代表

その他

施設整
備又は
運営と
密接に
関連す
る業務

を行う者

理事と
の兼務

職員と
の兼務

無

税理士

平成26年6月1日

平成26年6月1日

平成28年5月31日

平成28年5月31日 ○

○ ○

6

5

6

5

6

6

資格

財務諸表等を監査し得る者

公認会
計士、
税理士

弁護士

会社等
の監査
役、経
理責任
者等

その他

社会福
祉事業
の学識
経験者

地域の
福祉関
係者

その他

施設整
備又は
運営と
密接に
関連す
る業務

を行う者

監事報酬

支給あり 支給なし

理事会
への出
席回数

○

○○

○ ○

○

○○

○ ○

平成28年5月31日

○

○

山本　龍男

監事

評議員

定員 現員

木下文男

前田　文男

法人理事長

障害者団体役員

法人事務局長

税理士

公益財団法人役員

山本　龍男

安田　行雄

法人理事長

障害者団体役員

法人事務局長

税理士
公益財団法人役員中川　慶子

平成28年5月31日

評議
員会
への
出席
回数

木下文男

前田　文男

4

3

4

3

4

○

現員

７　その他

13

平成28年5月31日

13

理事 中川　慶子

現員

平成26年6月1日

職業

定員

氏名

定員

西田　澄枝

安田　行雄

常務理事

理事長

副理事長

理事 久保田惠美子

市村　理一

2 2

理事

資格

6 6

平成26年6月1日

親族等特殊関係者の有無

その他

施設整
備又は
運営と
密接に
関連す
る業務

を行う者

理事報酬
（職員と兼務の場合は支給方法）

理事報
酬・職員
給与とも
に支給

理事報
酬のみ
支給

職員給
与のみ
支給

支給な
し

法人施設長

平成26年6月1日

平成26年6月1日

平成26年6月1日

平成26年6月1日

理事
会へ
の出
席回
数

役職 氏名 職業 任期

理事

親族

他の社
会福祉
法人の
役員

その他

社会福
祉事業
の学識
経験者

地域の
福祉関
係者

施設長

平成28年5月31日

平成28年5月31日

任期

平成28年5月31日
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～

～

～

～

～

～

～

～

平成19年4月1日

平成22年4月1日

有

有

有

有

有

有

有

無

平成26年4月1日

平成21年4月1日

平成17年4月1日

平成20年1月1日

平成16年4月1日

平成24年4月1日

京都市やましな学園

京都市だいご学園

時任百子

時任百子

寺本眞澄

寺本眞澄

松原直之

松原直之

政田美由紀

寺地ヒサ子

京都市伏見障害者授産所
京都市伏見障害者デイサ-ビスセンタ-

京都市ふしみ学園

京都いたはし学園

京都市山科身体障害者福祉会館

京都市山科障害者授産所

前田　ハル子 医師 平成26年6月1日 平成28年5月31日

○ ○ ○

○

①平成２５年度第６次補正予算について

⑦次期役員（理事・監事）の選任について

監事出席の有無

有

②平成２５年度決算について

開催年月日

平成26年5月23日

平成28年5月31日

141

1

決議事項

○

○

○

○

○

○

平成26年6月1日

平成26年6月1日

平成26年6月1日

平成26年6月1日

平成26年6月1日

平成26年6月1日

平成26年6月1日

平成28年5月31日

平成28年5月31日

平成28年5月31日

平成28年5月31日

平成28年5月31日

平成28年5月31日

施設長

理事会

職員

法人本部

施設

日野　勝

佐治俊彦

14

松原　直之

山下　治雄

水井　美智子

髙橋肇子

施設名 氏名

久保田惠美子

8

常勤専従

出席者数

久保田惠美子

換算数

0.5

非常勤

書面出席者数

4

2

法令等に定める資格の有無

無

換算数

学区社協会長

障害者団体役員

区社協役員

女性会会長

常勤兼務

京都市山科障害者デイサ-ビスセンタ-

竹内竜也

高橋憲二

有

無

京都市洛南身体障害者福祉会館

京都市洛南障害者授産所

法人施設長

法人施設長

7.0

3

3

4

4

4

障害者団体役員

115 55.0

6 1

1

平成16年4月1日

平成23年4月1日

2 1.0

平成24年4月1日

就任年月日

○ 4

③平成２５年度各施設事業報告について

④平成２６年度第１次補正予算について

⑤定款の一部改正（基本財産変更）について

⑥次期役員（評議員）の選任について

平成２６年６月１日

⑧苦情解決のための第三者委員の委嘱について

①社会福祉法人京都身体障害者福祉センター理事会・三役の互選について

平成２６年１０月３０日

6

6 有 ①洛南エリア生活介護事業所開設計画について

②土地購入計画について

③設計業務委託契約について

6

④就業規則等の一部改正（自然退職条項の新設）について

⑤福祉有償運送事業（山科会館）の実施について

⑦平成２６年度第２次補正予算について

平成２７年１月１３日

⑥一般競争入札（山科授産所プリンター購入）の実施について

⑧洛南授産所厨房改装工事と厨房機器更新について

①定款の一部改正について

②経理規程の一部改正（新会計基準実施）について

③運営規程の新設について

有
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Ⅳ 資産管理

Ⅴ その他

平成27年2月2日

平成２７年３月２６日

6

6

⑦職員就業規則等の一部改正について

⑧だいご学園運営規程の一部改正について

⑤定款の一部改正について

平成２７年３月２６日 12 有 ①平成２６年度補正予算について

②平成２７年度予算について

③平成２７年度各施設事業計画について

④定款の一部改正について

④洛南障害者デイサービスセンター　あすなろ（仮称）建築工事契約の競争入札実施について

⑤第３次補正予算案について

②経理規程の一部改正（新経理基準実施）について

③運営規程の新設について

⑧洛南授産所厨房改装工事と厨房機器更新について

平成２７年１月１３日 13 有 ①定款の一部改正について

⑥一般競争入札（山科授産所プリンター購入）の実施について

⑦平成２６年度第２次補正予算について

④就業規則等の一部改正（自然退職条項の新設）について

⑤福祉有償運送事業（山科会館）の実施について

②土地購入契約について

③設計業務委託契約について

⑦苦情解決のための第三者委員の委嘱について

平成２６年１０月３０日 12 有 ①洛南エリア生活介護事業所開設計画について

⑤定款の一部改正について（基本財産変更）

⑥次期役員（理事、監事）の選任について

③平成２５年度各施設事業報告について

④平成２６年度第１次補正予算について

有 ①平成２５年度第６次補正予算について

②平成２５年度決算について

⑦だいご学園運営規程の一部改正について

評議員
会

開催年月日 出席者数 監事出席の有無 決議事項

平成26年5月23日 9

⑤職員退職給付金制度の新制度への移行及び関係規程の整備について

⑥職員就業規則等の一部改正について

京都市南区上鳥羽高畠町30番 195

93,086

平成 年3月31日現在27

27平成

費用（千円）

事業報告書 役員報酬規程 第三者評価結果

事業活動計算書(事業活動収支計算書)

公表方法（予定） 公表時期（予定）
資金収支計算書

費用（千円） 費用（千円） 費用（千円） 費用（千円）

法人HP 法人HP 法人HP 公表していない

公表予定なし

苦情処理結果

公表予定なし
公表予定なし

6月まで 法人HP

法人HP 公表していない 法人HP 公表していない

114.39 26,147
180.52

204.54

306.08 79,603

267.76
113,822

所在地 面積 評価額（千円）

京都市伏見区西大黒町1035番地14

京都市伏見区枡形町435番1

京都市南区上鳥羽高畠町29番

京都市伏見区西大黒町1035番地14

担保提供の状況

提供年月日 借入額（千円） 借入先 償還期限
所轄庁の
承認の有

無

京都市伏見区枡形町435番1の1

京都市伏見区枡形町435番1の2

74.84 16,300

監査年月日

平成26年5月8日・9日

平成26年5月8日・9日

監査報告の有無監査者

市村　理一

西田　澄枝

有

有

なし

なし

指摘事項 改善事項

建
物

監事監
査

不動産
の所有
状況

基
本
財
産

公認会計士

情
報
公
開

指摘事項

新聞

外
部
監
査

インターネット

公
益
事
業
用
財
産

監査法人

税理士

その他

運
用
財
産

土
地

インターネット

広報誌

建
物

建
物

広報誌

新聞

土
地

建
物

収
益
事
業
用
財
産

土
地

公表していない

法人HP

前々年度の財務諸表

貸借対照表 資金収支計算書

法人HP 法人HP 法人HP
公表予定なし

事業活動計算書
(事業活動収支計算

書)

前年度の財務諸表
貸借対照表

公表方法（予定） 公表時期（予定）

年度 平成

6月まで

平成 年度 平成 年度

6月まで

平成

法人HP
公表方法（予定） 公表時期（予定）

年4月1日現在

年度 平成 年度

公表予定なし
公表予定なし

定款 役員名簿 評議員名簿 財産目録 事業計画書

⑥職員退職給付金制度の新制度への移行及び関係規程の整備について

有

⑤第３次補正予算案について

③平成２７年度各施設事業計画について

①平成２６年度補正予算について

①洛南障害者デイサービスセンター　あすなろ建築工事契約締結について

②平成２７年度予算について

有

④施設長の兼務発令について

土
地

④洛南障害者デイサービスセンター　あすなろ（仮称）建築工事契約の競争入札実施について
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○ 309

○ 309

京都いたはし学園 ○ 309

京都市山科障害者授産所 ○ 300

京都市伏見授産所

京都市洛南授産所

授産会計基準

年3月31日現在27平成

社会福祉法人
新会計基準

社会福祉法人
旧会計基準

経理規程準則

指定介護老人
福祉施設等会
計処理等取扱

指導指針

訪問看護会
計・経理準則

介護老人保健
施設会計・経

理準則
病院会計準則 企業会計基準 その他

費用（千円）

○

就労会計基準

○

京都市だいご学園 ○ 309

費用（千円）
300

300

費用（千円）
受審施設・事業所名

京都市洛南身体障害者福祉会館（生活介護事業）

京都市ふしみ学園

年度平成 24

○

○

平成 25 年度 平成 26 年度

準拠し
ている
会計基

準

第三者
評価

京都市山科身体障害者福祉会館（生活介護事業）

京都市伏見障害者デイサービスセンター

300

京都市山科障害者デイサービスセンター

京都市やましな学園

○

300

300

300

○

○

○
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本部
テキストボックス

平成２７年５月８日及び5月11日に実施した社会福祉法人京都身体障害者福祉センター所管の施設、事業の監査結果の講評について



本部
テキストボックス


社会福祉法人京都身体障害者福祉センター
　　　　　　　　　　監事　市村　理一
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本部
テキストボックス
   


本部
テキストボックス
社会福祉法人京都身体障害者福祉センター
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 平成２６年度本部事業報告書 

 

１ 法人の経営体質強化のための中長期経営計画の着実な実施 

平成 26 年度は、社会福祉法人制度改革が取りざたされ、28 年 4 月から順次施行とされ

ており、「会計監査人の設置」、「地域における公益的な取組を実施する責務」及び「社会福祉

施設職員等退職共済制度の見直し」は、法人にとっても大きな課題となる見込みです。加え

て京都市からの運営費補助金が 26 年度は当初の７５％分に削減され、以降、毎年 15％削

減されて 31 年度には全廃が決まっているなど、内外共に課題が山積していますので、引き

続き、24 年度に策定した中長期経営計画を着実に実施していて対応してまいります。 

（主な取組内容） 

(1) 第三者評価の受診 

平成 24 年度から「京都介護・福祉サービス第三者評価等支援機構」に委託して第三者

評価の受診に取組み、施設受診が一巡し、各施設とも概ね評価の全項目で A 評価を得てい

ます。この受診によって、職員の支援への自覚が更に高まり、説明責任も果たせるように

なった効果は大きいので、引き続き 27 年度からは 2 巡目の受診に取り組んでまいります。 

(2) フィジカルケアチーム（旧：医療的ケア・プロジェクトチーム）の活動 

平成 25 年度から、利用者の身体機能維持の取組として法人本部にプロジェクトチーム

を設置して柔道整復師の資格を持つ主任を本部に配置し、全施設を巡回して利用者に対し

て、機能訓練プログラムを提供し、利用者には好評で参加者も増えています。 

平成 26 年度実績 延 358 回実施、延参加者 2,341 人、平均 6.5 人/回   

(3) 職員の資質向上のための人事評価制度策定と試行実施 

平成 25 年度に、職階毎の職務内容を職務基準表の形に取り纏め、26 年度は、この職

務基準表をベースにした人事評価制度に取り纏め、下半期から試行実施に取り組みました。 

この制度の主な内容の一つは、中長期経営計画の達成状況を評価する業績評価で、もう

一つは職務遂行能力を評価する能力評価の 2 つです。これらを先ず職員が自己評価して、

上司との面談によって評価の摺り合わせを行い、双方納得の上で共に成長に繋げようとす

る趣旨で、27 年度からは本格実施して職員育成に努めてまいります。 

(4) 地域貢献への更なる取組 

平成 24 年度から地域との絆を深める「地域振興事業助成金」制度を創設し、26 年度

も各施設において更なる取組を進めました。中でも伏見エリアでは、新築したふしみ学園

分室「ひまわり」において、1 階の一部を地域交流スペース「ひだまり」として地元住民

に解放し、各種講座、サークル活動や集いの場として地域連携、地域貢献に取り組んでお

り、地元からは喜ばれています。 

 

２ センター構想の更なる推進   

(1) 管理職会議の毎月開催 

平成 26 年度は、法人を取り巻く状況変化が

年々早く大きくなっているため、毎月行ってき

た理事長及びセンター長によるセンター長会議

に加えて、管理職会議も毎月開催して、より一
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層の情報交換と連携に取り組みました。 

(2) エリア課題への対応 

① 伏見エリアでは、平成 26 年 4 月に伏見センターの西南直近の土地 93 坪を取得して木

造 2 階建て 2 棟を新築し、従来、民家を賃借していた、ふしみ学園分室「あおぞら、ひま

わり」及び老朽化したふしみ寮を新築建物に移転し、センター内の生活サポート「らい

と」を移転して一体化し、放課後等デイサービス「らいと」を新設して、利用者ニーズに

沿った効率的な運営を行なえるようにしました。 

H24.8 開設 いたはし学園菓子工房新築 鉄骨 3 階建 延床 114 ㎡ 

H26.4 開設 らいと、ふしみ寮、放課後等デイ新築 木造 2 階建 延床 205 ㎡ 

  〃 ふしみ学園分室、地域交流スペースひだまり新築 木造 2 階建 延床 181 ㎡ 

② 洛南エリアでは、今後とも利用者増が見込まれるため、国道十条西に 140 坪の土地を

確保し、洛南デイサービスセンターあすなろ建設工事を進め平成 27 年 10 月開設予定で

す。あすなろ開設時には、あすなろは重度障がい者用とし、洛南会館は設備も古いため、

中途障がい者の多いぽぷらグループ主体に変更し、新規利用者も積極的に受け入れていき

ます。また、洛南授産所は B 型事業所で就労事業に特化して事業再編成することとします。 

H27.10 開設予定 洛南デイサービスセンターあすなろ新築 鉄骨 2 階建 延床 478 ㎡ 

③ 山科エリアは、伏見エリアと同様に「つかもり荘」、生活サポート「ほっと」、やましな

学園および山科デイ（ぶらんこ）の各分室及び支援センター「らくとう」が山科センター

の外にあり、距離的にも離れていて賃借料も嵩むという非効率な状態にありますので、あ

らゆる機会を捉えて適地を探し課題解消にとり組んでまいります。 

(3) 職員の処遇改善 

昨年度に引き続き、9 月と３月に全職員に処遇改善一時金を一律５万円支給（269 名、

総額 1,923 万円）しました。また、引き続き職員の健康維持のため、自己負担無しで胃

カメラ検査を実施し、インフルエンザ予防接種費用を 3 千円まで法人負担しています。ま

た、平成 27 年４月には新卒者４名を正職員に採用し、嘱託職員８名を正職員に内部登用

し、職員体制の充実を図りました。 

（正職員採用状況） 

区 分 平成22年4月 平成23年4月 平成24年4月 平成25年4月 平成26年4月 平成27年4月 

新卒者採用 ５名 ２名 １名 １名 ８名 ４名 

嘱託から登用    ４    ９    ４    ３    ２    ８ 

合 計    ９   １１    ５    ４   １０   １２ 

＊平成２７年４月１日の職員数  正職員１２１名、 嘱託職員２６名 

 

３ 平成 26 年度決算について 

（資金収支計算書による経常収支）               （単位 千円）           

区 分 平成 26 年度決算 平成 25 年度決算 差 引(増△減) 

 

一 般 会 計 

経常収入 874,130 786,599 87,531 

経常費用 713,765 642,731 71,034 

収支差額 160,365 143,868 16,497 

 

就労支援会計 

経常収入 562,425 546,476 15,949 

経常費用 582,443 514,355 68,088 

収支差額 △20,018 32,121 △52,139 

 

公 益 会 計 

経常収入 38,802 37,650 1,152 

経常費用 32,149 31,970 179 

収支差額 6,653 5,680 973 

 

合    計 

経常収入 1,475,357 1,370,725 104,632 

経常費用 1,328,357 1,189,056 139,301 

収支差額        147,000        181,669 △34,669 
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京都市洛南身体障害者福祉会館 

事業概要 

会館事業では、設立の目的である「地域で生活する障がいのある人の憩いの場と交流の場」になるよ
う、各種行事・講習会・貸室・京都市重度障害者移動支援事業・京都市重度障害者入浴サービス事業・
京都市就労に向けた障害者向けＩＴ教室等事業を実施した。また、①地域貢献事業の拡充、②各種講習
会の充実を重点課題として事業に取り組んだ。 

平成２６年度の新規登録者は４１名（平成２５年度 ３１名）、利用延べ人数は４８，４５５名（平成
２５年度 ４８，１４２名）であった。 

地域貢献事業では、７月に地域住民の交流の機会としての「地域ふれ
あい夏祭り」を開催し、約２，５００名の方に参加していただいた。今
回も地域活性化の一助となるよう“地元のお店やさんコーナー”を設置
し、昨年以上の商品を販売した。ステージと盛りだくさんの出店で、真
夏のひと時を楽しんでいただき、盛況のうちに夏祭りを終了出来た。 

また、２月には東洋医学教室を開催し、会館利用者だけでなく地域住
民にも参加を呼び掛けた。わかりやすい講義は受講生から非常に好評を
博し、継続して開講してほしいとの要望が多かった。 

 ３月は法人の助成金を利用して、子供の情緒育成に貢献を目的に“むむのこ
劇団”による春のお楽しみ劇場「影絵人形劇 おたまじゃくし海へ行く」を開
催した。春休みのイベントとして、隣接する洛陽児童館の子供たちを招待した
他に、市内からたくさんの親子に参加していただき、公演を楽しんでいただい
た。子供たちは影絵の美しさに見入り、物語の世界を楽しんでいた。 

行事では「年末お楽しみ会」「新年祝賀の集い&餅つ
き大会」を開催した他に、レクリエーションとして瑠璃
渓へのバーベキューや天橋立に出かけ、利用者の交流に
努めた。好天に恵まれての外出は、親睦の良い機会とな
った。 

講習会では、昨年受講者が満たない教室もあったので、各教室の受講者を定
員に達するまで増やすことを目標に、募集時期・広報方法・講習内容等の見直
しを行った。その結果、約６００名増の５，３８２名（前年度４，７９３名）
の方が講習会を受講され、当初の目標を達成することが出来た。 

また、書道教室では「とっておきの芸術祭」で市長賞や佳作を受賞
される方があった。スポーツ教室は５講座あり、いずれの教室も人気
が高く、外部の大会に参加して成果を出される方が出てきている。 

京都市の委託事業の「就労に向けた障害者向け IT 教室」では、１名
が資格取得され、就職された方が４名あり、事業の目的を達すること
が出来た。 

施設管理では、一階廊下・トイレを LED 蛍光灯に交換、非常灯を交
換、事務所内エアコンの交換、浴室横出入口扉の交換、二階二箇所のドア開閉コントローラーの取替、
玄関タイルの交換等の工事を実施した。 

 
①年間利用状況 

事業日数 実利用者人数 平均利用者数/日 備  考 
３０７日 ４８，４５５人 １５７．８人  

②職種別職員数 
区 分 管理者 副館長 支援員 支援員補助 その他 計 
常勤職員 １ １ ２   ４ 
非常勤職員    ３ ２ ５ 

③事故、苦情 
事 故 物損事故：なし 人身事故：なし 
苦 情 な し 
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京都市洛南身体障害者福祉会館（生活介護事業） 
事業概要 
平成２６年度は当事業所に利用希望者が絶えないことから、年末に南区上鳥羽高畠町に土地を購入、

新たな生活介護事業所の建設に着工した年になった。現在、工事は８月竣工予定で進んでいる。 
平成２６年度は、３月末の登録者は４１名、利用者数は４，６８９名（平成２４年度４，７５３名）

で、定員に対しての通所率は９４．９%（前年度９６．６％）と減少した。障害支援区分５・６の利

用者が占める割合が６６．２％になり、加算が増えたため収入は約６％上昇した。 
今年度はあすなろグループでは、生活を充実していただくために園芸や

調理等、体験プログラムを取り入れた他、i pad を活用した。個別活動

では、各利用者が興味のあるもの（間違い探し、クロスワード、文字練

習等）の取り組み支援や、講師を依頼したプログラム（陶芸）等を実施

した。集団活動としては、創作活動（展示物作成、あすなろカレンダー

作り等）や、スポーツ（卓球バレー、ボッチャ等）の他、季節の行事を

実施した。また、家族を交えての食事会を２回開催し、利用者・家族・職員が交流する機会をもった。 
ぽぷらグループは、運動プログラムや個別活動

を行った。午前は、理学療法士、柔道整復師、ス

ポーツ指導員のアドバイスを基に、可動域訓練・

拘縮予防・身体機能の維持を目的とした個別メニ

ューの運動プログラムを実施した。午後はパソコ

ン、言語訓練、生産活動、ピン挿し、計算練習、

パズル、読書、買い物、ゲーム、創作手芸等、個別活動を実施した。他には、

美術館等へのグループ外出・清水寺参拝・ホテルでの会食・初詣に行った。さらに、今年度は初めて

生産活動に取り組み、利用者の作業出来高に応じて工賃を支払った。初めての生産活動に、各自がや

りがいをもって取り組まれ、生産活動は順調な滑り出しを見せた。 
（実績表） 

①年間利用状況 
事業日数 実利用者人数 平均利用者数/日 備  考 

２４７日 ４，６８９人 １９人  
②利用者の障害程度区分 

③職種別職員数 

区 分 管理者 
サービス

管理責任者 
支援員 看護職員 医師 計 

常勤職員 １ １ ９   １１ 
非常勤職員   ３ ２ １ ６ 

④事故、苦情 
事 故 物損事故：１件 人身事故：なし 
苦 情 な し 

 

区分 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 
人数 ０ ２ ６ ６ １１ １６ 
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京都市山科身体障害者福祉会館 

 

（事業概要） 

 平成２６年度は当施設がここ数年継続して行っている「地域交流事

業」や「障害特性に応じた支援の向上」の取り組みについてより一層

の充実を図りました。地域交流事業としては、誰もが参加できる講習

会を年間１９回、やましなふれあい音楽広場などのイベントを年間１

５回開催し、地域の方々にとってより身近で有用な場所と感じてもら

えるよう努めました。 

 「障害特性に応じた支援の向上」としては、聴覚に障がいを持つ方

とのコミュニケーション向上を目的として、日々の職員ミーティング 

で一日ひとつの手話を覚える「今日の手話」という取り組みを年間通じて行いました。また、視覚に障がい

を持つ方への支援の向上のために、点字プリンターによる会議・会合等資料の作成や、点字歌詞カード・点

字楽譜などの作成を積極的に行い、格差のない情報保障の推進に努めました。 

 ２６年度の講習会事業では文科系教室１０講座、パソコン系教室

８講座、スポーツ系教室３講座の計２１講座を開講しました。各教

室の運営においては、利用者からの意見や要望にできるだけ添うよ

う心がけ、臨機応変な対応を行いました。 

 毎年人気の外出レクリエーションでは、春に滋賀・長浜での水陸

両用車によるダックツアーとヤンマーミュージアム、秋には福井・

小浜での鯖寿しづくり体験と遊覧船ツアーへと出かけ、利用者、職   

員間の交流を深めることができました。 

 これからも、障がいを持つ人たちの様々なニーズにより一層応える

ことができるよう、支援スキルの向上に努めるとともに、地域の社会

資源として、障がいを持つ人たちだけでなく、地域の様々な人たちが

集えるハッピーな会館となれるよう事業の充実に努めていきます。 

 

【年間利用状況】                          (人) 

 

 

下段( )内前年度            

 

【会館利用者数内訳】                                                                                (人)        

 

【入浴利用者数】                       (人) 

特別入浴 一般入浴 合 計 

506 

(425) 

968 

(925) 

1,474 

(1350) 

 

事業日数 実利用人数 1 日当たり 

306 日 

(305 日) 

60,144 

(55,080) 

196.5 

(180.6) 

会議室 A 会議室 B ボランティア室 調理室 食 堂 ロビー 喫茶・図書ロビー 休養室 入浴室 合 計 

8,728 

(7,016) 

10,729 

(8,901) 

2,198 

(2,087) 

2,779 

(2,379) 

11,446 

(10,216) 

2,740 

(1,350) 

15,512 

(17,117) 

4,573 

(4,644) 

1,439 

(1,370) 

60,144 

(55,080) 

「 ヘアカット講習会」実施風景 

「今日の手話」取り組み風景 

春のレクリエーション 滋賀・長浜 
北ビワコホテル グラツィエにて 
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京都市山科身体障害者福祉会館（生活介護事業） 

○ 概 要 

10 月に利用者、家族、職員総勢 49 名で「琵琶湖博物館」への外出を行いました。移動距離が短かったため、時間

に余裕をもって、ゆっくりと過ごすことができました。利用者、家族からも「近場でゆっくり過ごすことができて良

かった。」、「静かな環境でゆっくり過ごすことができて良かった。」などの意見が聞かれ、大変好評でした。 

 琵琶湖博物館の他にも、春にはブルーメの丘、イチゴ狩り、平等院鳳凰堂、海遊館、くずはモール、南郷水産セン

ター、秋には京都市水族館、竜王アウトレット、京都市動物園、日本海さかな街、ダイゴロー、四条河原町での買い

物など、利用者の希望する様々な場所へ出かけ、気分転換を図ったり、利用者相互の交流を深めたりする機会を設け

ました。 

 秋まつりでは恒例の創作劇をステージで発表しました。今回で 10 回目となる創作劇のタイトルは「日曜サスペン

ス？劇場」。さまざまな人物や今年話題になったキャラクターなどが事件を解決するという内容で配役や必要な道具な

どを利用者と職員で話し合うとともに、利用者の家族の協力も得ながら準備を進め、秋まつり当日は練習してきたも

のをすべて出し切り、成功裡に舞台を終えることができました。また、今年度の秋まつりでは創作活動で作成したビ

ーズの指輪やネックレス、ブレスレッド、キーホルダーなどの販売も試行しました。売れ行きもよく、次年度の新た

な取り組みを考えていく上での大きな足がかりを得ることができました。 

  

   

 

 

 

 

 

     【琵琶湖博物館】 【秋まつり】              【イチゴ狩り】 

通常の活動としては歩行や階段昇降、ストレッチやマッサージなど個別で行う機能訓練、卓球バレーやカードゲーム、

Ｗｉｉボーリング、ボッチャ、体操プログラムなどのグループ活動やビーズやクロスワードパズルなどの個別活動に

加え、季節に合わせた壁面画作成や行事に伴う創作、調理実習、映画鑑賞、ｉｐａｄ、スヌーズレンなどを取り入れ、

個々の適正に応じたプログラムの提供に努めました。 

 この他にも希望者を募って施設内で月 1 回散髪、美容カットの機会を提供したり、家庭での入浴が困難な利用者に

対して入浴の機会を提供しました。入浴回数については見直しを行い、自宅や他施設も含め週 1 回の入浴しか行えて

いない利用者に対して入浴サービスの提供回数を週２回に増やし、サービスの向上に努めました。サービス内容と専

門性の向上のため、積極的に職員研修を実施しました。外部研修は 11 講座に参加し内部研修は 7 回実施しました。 

 

  

 

 

 

 

 

【卓球バレー】 【もちつき】               【平等院鳳凰堂】   

 

○ 年間利用状況 

事業日数 定 員 在籍者数 実利用者数 1 日当たり 利用率 

２４８日 ２０名 ３３名 ４６１１名 １８．６名 ９３％ 

 

○ 利用者の障害程度区分 

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

０名 ０名 ２名 ２名 ７名 ２２名 ３３名 

 

○ 職種別職員数 

区分 管理者 
サービス   

管理責任者 
生活支援員 看護師 嘱託医 計 

基準配置 １名 １名 １０名 １名 １名 １４名 

常勤職員 １名 １名 ９名 １名   

非常勤職員   ４名  １名  
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平成２６年度事業報告 

京都市伏見障害者デイサービスセンター(生活介護事業)  

１. 事業内容 

平成２６年度は製品の作成（生産型）とその機能拡充と利用者の創作活動の充実を目標に３障がいそれぞれの充実度や

達成感がこれまで以上に感じる事が出来る様取り組みをおこなった。 

また安定した利用率の確保につながり安定した運営が出来る様に、個々の様々な事情に合わせ送迎時間を柔軟に対応

し、当該地域で安定した生活が送れる様、日中支援以外にも各関係機関との連絡調整を中心的に行い、利用の継続を保

障した。 

平成２６年度当初は新規利用者の希望がなく、前年度末と同じ３５人の登録であった。年度途中に家庭の都合で１人退

所され３４人の登録となったが、年度末には支援学校を卒業された利用希望者を積極的に受け入れ３７人の登録となった。 

２．支援、取り組みについて 

今年度は地域との交流活動やボランティアとの共同企画で活動を行い地域に活動の範囲を広げられた。          

また利用者の達成感や満足度を高めるため、完成した作品を「とっておきの芸術祭」  

に出品したり、独自で展示会を開催しその目標達成に努めた。 

 生産的な活動も目標に掲げ、併設する授産所の軽作業を職員と一緒に体験実習 

を繰り返し行い具体的なイメージが持てる様に取り組んだ。 

  今年度よりソーシャルスキルトレーニングを目的とした別室を用意し、希望者に対 

し支援を行っている。 

３．主な行事、取り組みや実績など                              

毎年実施しているお楽しみ会（ミニコンサート）にも地域の方に参加して頂けるよう  （ボランティアとの共同企画・演奏会） 

ホームページやチラシで広報し、地域交流の機会を設けている。              

４．研修、訓練等 

 これまで同様支援者の支援技術維持・向上に向けた内外の研修に参加。中でも 

今年度は嚥下障害の摂食に関する研修や指定難病者の支援についての研修に参 

加し受け入れの準備を行った。 

５．設備改善等 

○ストレッチャー用体重計ディスプレイ ○咽頭マイク・拡声器 ○パソコン 3台  

○ミルサー ○液晶ディスプレイ ○バブルタワー ○Apple TV 画面転送装置  

○冷蔵庫（別室用） ○洗濯機（別室用） ○掃除機（別室用） ○椅子等（別室用） 

○ソファー（別室用）○ハイカウンター（別室用） ○電子レンジ（別室用） 

６．その他 

①利用状況  

事業日数 在籍人数 総利用者数 一日平均 利用率 

２４４日 ３７人 ４，６４５人 １７人 ８５％ 

②職種別職員数                                           （地域の方とミニコンサートを鑑賞） 

 管理者（兼務） サービス管理責任者 生活支援員 看護師（兼務） 嘱託医（兼務） 計 

常勤職員 １ １ ７（1 人兼務） １  １０ 

非常勤職員   ８(換算３．７７)  １ ９ 

③事故、苦情 

物損事故 人身事故 苦情 

１件 0 件 ０件 
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平成 26 年度 事業報告書 
 

京都市山科障害者デイサービスセンター (生活介護事業) 
 

◇概要  
今年度はウォーキングプログラムを開始した。体力づくりやストレス発散を目的に、毘沙門堂や近隣の公園まで、往

復３～４ｋｍの長距離を歩いた。また今回、初めて、知的障がい施設に出向されている医師の協力を仰ぎ、眼科検診

を実施した。今まで受診できなかった方も参加され、検診を通して、ご家族と共にご利用者の目の状態を知ることが

できた。地域との連携では、京都市社協の福祉の絆づくり助成金事業を活用し、「第 2 回実践アロマテラピー教室」を

開催した。3 名のご利用者の方も当日参加して下さり、講師の方を中心に温かい雰囲気の講座となった。   
◇主なプログラム  
アロマテラピー、散歩、音楽、創作、リズム体操、茶話会、スヌーズレン、ウォーキング、作業等  

       
◇あんずルーム（分室「あんずルーム」でのプログラム）  
スヌーズレンの部屋でゆったり過ごされる方、職員によるウクレレ演奏を楽しまれる方、周辺の散策に一緒に向かわ

れる方等、それぞれ楽しんで過ごされていた。 
◇主な行事 
○花見・歯科検診・健康診断・秋まつり・眼科検診・クリスマスパーティー・初詣・避難訓練  
○一日外出（年 3 回実施） 
①6月・7月 カラオケ、スーパー銭湯、琵琶湖博物館  
②10 月・11 月 天保山マーケットプレイス散策 

③2月・3月 新都ホテル ランチバイキング      
○福祉の絆づくり事業「第２回 実践アロマテラピー教室」３／２１（土） 28 名参加  
◇ボランティア 年間延べ人数： 160 名（月平均 13 名） 
◇事故・苦情 利用者の係わる事故 ０件 運転事故 2 件 苦情１件 

①年間利用状況 
事業日数 定員 在籍人数 実利用者数 一日あたり 利用率 備考 
２４５日 ２０名 ２５名 ４,１１１名 １６．７名 ８３．８％  
②利用者の障害支援区分（平成 26 年３月現在） 

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 
０名 ０名 ０名 ４名 １０名 １１名 ２５名 

③職種別職員数 

区分 管理者 サービス 
管理責任者 

生活 
支援員 看護士 栄養士 嘱託医 計 

基準配置 
常勤職員 
 
非常勤職員 

１名 
１名（兼務） 

１名 
１名 

１０名 
 ９名 

（1 名兼務） 

  2 名 

１名 
１名（兼務） 

１名 
１名（兼務） 

 
 
 

1 名（嘱託） 

14 名 
13 名 

 
3 名 

 

- 27 -



- 1 - 
 

京都市中部障害者地域生活支援センター「らくなん」（相談支援事業） 

                   

■相談概要 

今年度中の経過措置として障害福祉サービスの利用における「サービス等利用計画」作成の段階的実施

が行われ、圏域内外の指定特定相談支援事業所からも相談や質問も寄せられるようになった。またらくと

うと共催による法人内事業所への勉強会の実施や、圏域内ネットワーク会議での意見交換等を行った。中

部圏域での放課後等デイサービス事業所も今年度 9 カ所となり、他の障がい児サービスと併せ、各事業所

とも連携をとりながら適切に利用援助していく必要がある。本年度の相談傾向は以下のとおり。 
 
1) 圏域の法人内施設には古くからの利用者も多いことから、同居家族の高齢化に伴う支援に関する相談

が増えてきており、本人や家族のターミナルケア、介護保険関連機関との連携等が多くなっている。 
2) 性同一性障がい等のセクシャルマイノリティの方への支援については、障がいがあることで自分の性

が一貫しない場合もあり、専門外来への受診同行や定期的な面談を通して、本人のニーズを明確にする

ことが重要と感じている。 
3) 社会的引きこもりに関する相談では、ベースとして発達障がいや精神疾患等への適切な対応が出来な

かったことによる社会不適応等の二次的障がいが対応をさらに難しくしているケースも多い。 
4) 親にも障がいや同様の特性のあるケースでは、本人とともに家族への支援も不可欠になっており、複

数の機関が密に協力しないと課題解決が困難なケースも増えてきている。 
5) 機能不全家族の中で成育した愛着障がいのある方などは、障がい特性への配慮以外にもパーソナリテ

ィの歪みによる言動（頻回な無言電話や攻撃的な態度など）がある。エスカレートして触法行為に至っ

ているケースもあるため慎重な対応が必要になってきている。 
 
■相談支援内訳（年間） 

居宅
介護等

その他 居宅 施設

身体障がい者 172 2043 346 316 26 31 1 5 162 87 71 5 835 104 1365 5569 5459

知的障がい者 61 906 433 714 23 27 5 206 47 85 50 0 779 304 2539 6179 3364

精神障がい者 17 37 32 178 1 2 0 70 2 10 33 0 95 4 383 864 841

重複障がい者 82 1692 298 544 8 88 1 11 279 70 12 0 1142 125 2616 6968 5955

障　がい　児 24 308 63 55 0 0 153 2 14 0 0 0 142 0 279 1040 1537

そ　の　他 36 21 4 54 0 0 0 8 1 0 0 0 8 1 68 201 36

合　　　計 392 5007 1176 1861 58 148 160 302 505 252 166 5 3001 538 7250 20821 17192

金銭
管理

就労
居宅生活

合計施設
地域
移行

自立
生活

教育
保育

介護保険
福祉
用具

住居 医療 その他
制度
説明

２５年度
実績

 
  

■京都市障害者地域自立支援協議会について 

中部障害者地域自立支援協議会の圏域内の地域障害者支援センターとともに事務局（今年度は会計担

当）として運営を行った。今年度も、専門部会（児童専門部会、医療的ケア専門部会、災害支援専門部会）

と困難ケース研究会、新たにグループホーム・ケアホーム事業者による座談会を活動の中心として協議会

の活性化に向けて取り組みを行った。 
 

■「らくなん」の独自事業 

【ピアサポートサロン】 （毎週木曜日 午後１時から３時頃まで開催） 
ほぼ毎回参加される方４名を含め、今年度は２３名（実人数）の方の参加となった。数年前より知的

障がいを含む重複障がいのある方が多くなっていたが、精神障がい単独の方の参加が増えた。活動内容

は月１回のビデオゲーム（Wii）のほかにトランプゲームなどを行っている。１２月最終開催日には、｢お

疲れさん会｣としてホットケーキ作りを行った。 
 「ピアサポートサロンだより」を毎月発行した。(１７１号～１８２号） 
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京都市東部障害者地域生活支援センター「らくとう」（相談支援事業） 

■相談概要 
今年度は障害者自立支援法一部改正における計画相談支援の経過措置期間最後の年度ということもあ

り、年間通して、「計画相談支援」に終始した感がある。その中で相談支援を担う指定特定相談支援事業

所が少しずつ増えていき、圏域内の研修会を通して互いに切磋琢磨できたことは収穫であった。相談傾向

として以下が挙げられる。 
１)家族全体の支援が必要な相談 
 養育者が障がいのある方や何らかの支援が必要なケース。子どもへの虐待事例や引きこもり、家族とも

権利侵害に巻き込まれているケース等、長期継続相談になる場合が多い。 
2)居住（ケアホーム、ショートステイ、施設入所）についての相談 
 親の高齢化に伴い、自宅での生活が困難になっているケース。また養育者の介護負担軽減のために短期

入所を調整するケース。 
3)精神障がいのある人への支援 
 精神障がいのある人が相談対象になって 2 年目になり、相談件数も急増した。精神科病院からの退院支

援を始め、ひきこもり支援、摂食障害、ギャンブル依存の方等の支援を行った。 
4)触法障がい者への支援 
 刑務所等からの地域生活移行のケース、犯罪行為等繰り返すため地域生活支援とともに裁判支援等も行

っているケースなど。 
■相談支援内訳（年間） 
 昨年度に比べて、約 2000 件の増加となっている。内容内訳として、毎年増加傾向にある居宅介護等の

ほか、地域移行、自立生活、住宅、金銭管理といった地域での一人暮らしに関わる相談が増加している。

その他、精神障がいのある人への対応全般、計画相談支援の制度説明が増えている。 

 

居宅
介護等

その他 居宅 施設

身体障がい者 65 1403 35 100 76 10 10 18 129 45 41 0 647 31 941 3551 2817

知的障がい者 99 1042 423 884 19 78 52 155 32 282 0 2 477 441 2750 6736 6710

精神障がい者 26 90 6 120 4 18 0 31 4 17 1 0 40 46 289 692 171

重複障がい者 88 787 242 319 0 62 2 49 49 60 33 4 271 121 1180 3267 3019

障　がい　児 16 754 79 173 5 4 199 7 1 3 0 0 47 4 203 1495 1231

そ　の　他 24 13 1 2 2 2 8 0 0 9 0 0 22 1 43 127 37

合　　　計 318 4089 786 1598 106 174 271 260 215 416 75 6 1504 644 5406 15868 13985

医療
居宅生活

合計その他
金銭
管理

介護保険
施設 就労

福祉
用具

自立
生活

教育
保育

地域
移行

住居
制度
説明

２５年度
実績

 
 
 
■京都市障害者地域自立支援協議会について 
東部障害者地域自立支援協議会の設立当初より、圏域内の他の支援センターとともに事務局として、今

年度からは庶務を担当した。昨年から取り組んでいる「東部つながりネット」を継続実施した。計 12 回、

２１ヶ所の事業所が参加した。今後はこの取り組みをどのようにネットワーク作りに繋げていけるかが課

題。また、支援センター部会の場を活用して、東部圏域の指定特定相談支援事業所に対する研修会を実施

した。触法障害者専門部会においては、弁護士と共同で作成していた接見ツールが完成した。また、京都

地方検察庁と懇談会を行った。来年度以降、いわゆる「触法障がい者の入り口支援」について、引き続き

情報共有を行っていく予定である。 
 
■「らくとう」の独自事業 【あそびの広場】 
 山科子ども支援センター・山科区社会福祉協議会・だんごやましなくらぶ・らくとうの４機関が協力し

て『あそびの広場』を年６回開催した。今年度も障がいのある子ども達の余暇支援を目的とする取り組み

のほか、昼食作りをする中で保護者どうしの交流を深められた事が特徴として挙げられる。また、学区社

協の協力を得て、近年は地域交流の場となってきている。 
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平成 26 年度事業報告 生活サポートセンター『ほっと』 
（居宅介護・行動援護・重度訪問介護・同行援護・移動支援事業） 

 

１．事業内容 

 ４月にケアホーム「つかもり荘」で、ほっとヘルパーを利用されていた入居者が退所され、一時

的に派遣時間数が減少しましたが、５月に新たに入居された方がヘルパーを利用されることになっ

たことや、新規のご利用者の受け入れ、在籍者の通院等の新たなサービスの利用希望が増えた結果、

前年度より派遣時間数は微増しました。 

 また５月には常勤職員が１名退職しましたが、その後すぐに経験のある常勤職員を補充し、また

新規ヘルパーを増やすなどして滞りなくサービスを継続させることができました。 

ヘルパーの資質向上の取り組みとしては、ヘルパー研修のテーマに虐待防止を取り上げるととも

に、コンプライアンスのチェックシートを配布し、注意喚起を促しました。また、既存のサービス

について問題点や課題はないか、グループワークを通して解決を図りました。 

事故件数が２件ありましたが、いずれもヘルパーが派遣中に受傷したものでした。腰痛の予防な

どの健康の維持とともにヘルパーの介助の方法について問題がないか見直しをするなど、ご利用者

にとって安心して支援を受けてもらえるよう援助技術の向上に努めたいと思います。 

２．派遣状況 

 介護給付費 地域生活支援事業 計 

年間 

（事業収入） 

8,517 時間 

（34,970 千円） 

7,520 時間 

（17,912 千円） 

16,037 時間 

（52,882 千円） 

月平均 

（事業収入） 

709 時間 

（2,914 千円） 

627 時間 

（1,493 千円） 

1,336 時間 

（4,407 千円） 

 

３．職員体制 

管理者 サービス提供責任者 常勤ヘルパー 事務員 登録ヘルパー 

1 名（兼務） 2 名 4 名（１名兼務） 1 名（兼務） 35 名 

 

４．事故・苦情件数 

事故 物損事故：1件（車両事故） 職員のけが：2件 

苦情 なし 
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平成 26年度事業報告 ケアホーム「つかもり荘」 

（共同生活援助（介護サービス包括型）） 

 

① 事業内容 
４月に１名の退所者があったが、５月に新規利用者が入所され新しい生活がスタートした。

ご利用者たちはお互いに知り合いだったこともあり、すぐに溶け込め楽しみながら日々の生

活を送られている。 
２６年度からは、月１回の土曜日の開所を、世話人体制を整備し全ての土曜日を開所する

ことにした。以前からご利用者やご家族の希望であったことが実現し、大変喜ばれている。 
新しい世話人も加わり４人体制で従事しているが、ご利用者への支援内容が標準化するよ

う世話人間の情報共有に取り組んだ。また世話人や支援員からの提案を取り入れ、バックア

ップ施設である『ほっと』との連携もさらにスムーズになり、迅速で的確な対応を行うこと

ができた。 
３月末現在１名の欠員があり、今後早期に補充し安定した経営に努めたい。 

② 職員会議・研修 
つかもり会議年３回、世話人会議年２回（次年度より２ヶ月

に１回）、山科エリア研修、外部・内部研修。 
③健康診断 
 利用者（通所先で実施）、職員全員に実施した。 

④消火・避難訓練 
 年２回、消防署と協力し、消火・避難訓練を実施した。 
                                 

利用者の障害支援区分 
 定員 区分３ 区分４ 区分５ 
つかもり荘   ４名 １人 ２人 １人 
 
職員体制 
     つかもり荘 

職 種   常勤 非常勤 
管理者（兼務）    １人  
ｻｰﾋﾞｽ管理責任者（兼務）    １人  
世話人     ４人 
夜間支援員     ４人 
 
利用状況 
 延利用日数（月平均） 介護給付費（月平均） 

つかもり荘 ９６日 ９１３，７３０円 
 
事故、苦情 
事故 ０件  苦情 ０件 

 

つかもり荘 

 

＊朝夕の時間帯には個別支援計画

に応じてヘルパーが派遣に入る。 
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平成２６年度  事業報告 
生活サポートセンター『らいと』 

（居宅介護 重度訪問介護 行動援護 同行援護 移動支援） 
 
事業概要 

利用者が居宅において自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、利用者の身体その他

の状況及びその置かれている環境に応じて、「入浴、排せつ及び食事等の介助」「調理、洗濯、掃除等

の家事」「生活等に関する相談・助言」「移動の支援」「その他の生活にわたる援助」を適切かつ効果

的に行うようにつとめた。 
居宅介護事業所は、障がいのある人にとって、とりわけ一人暮らしやご家族が高齢になってきた人

にとっては、より充実し安心して地域生活を送るために重要な役割を持っている。より一層、安全で

質の良い支援を提供できる体制づくりに努めたい。 

  

 

①年間利用状況 

事業日数 
派遣時間（月平均） 

介護給付費 地域生活支援事業 合計 

365 日 592.0 635.1 1,227.1 

 

②利用者の内訳（平成 27年 3 月：重複あり） 

身体介護 家事援助 通院等介助 重度訪問介護 行動援護 同行援護 移動支援･伴う 移動支援･不伴 

１０人 ４人 １０人 １人 １０人 １人 ５１人 ４人 

 

③職種別職員数（平成 27年 3 月） 

管理者 サービス提供責任者 常勤ヘルパー 登録ヘルパー 

１人 ３人 ２人 ２２人 

 

④事故・苦情 

事故 ３件（服薬漏れ・利用者の行動による通行人の怪我・利用者を見失う） 

苦情 １件（上記の利用者を見失ったことによる苦情） 
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平成２６年度 事業報告 
ケアホーム「ふしみ寮」   共同生活援助 

 
事業概要 

共同生活の場を提供し、食事・入浴・排せつ等の介助や日常生活上の支援を行うことで、利用者が

地域において、共同して自立した日常生活・社会生活を営むことができるように努めた。また、四季

折々の催し物（クリスマス・節分など）や季節の味覚を提供し、支援の面では日中活動のための活力

を保つ生活の場であることを意識し、利用者がゆっくりと過ごせる生活を送れるよう努めた。 

全般的に落ち着いた生活を営むことができており、肥満防止や余暇支援のため、夕方の散歩や図書

館利用、近所の店舗へのお出かけ等、個々人のニーズに応じた支援を心がけた。 

平成 26 年 4 月からの制度変更により、「共同生活介護事業（ケアホーム）」が「共同生活援助事業

（グループホーム）」に一元化された。制度変更を受け、平成 26年度は「共同生活援助：介護サービ

ス包括型事業所」として指定を受け事業を行った。 

5 月に事業所の新築移転を行い、利用者にとって居住環境が大きく変わった。当初は利用者の不調

などを心配していたが、情緒面等の様子に大きな変化はなく、新しい環境にすぐになじんで過ごされ

ていた。 

    
     クリスマス（夕食後のデザート）      節分（豆まきの後に食べた和菓子） 

 

 

①年間利用状況 

事業日数 定員 在籍人数 延べ利用人数 平均利用者数 利用率 

305 日 4 人 4 人 1170 人 3.8 人 95.9％ 

 

②利用者の障害程度区分 

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

   １人 １人 ２人 ４人 

 

③職種別職員数（平成 27年 3 月） 

職種 配置人数 常勤換算 

1．管理者（所長） １名（兼務）  

2．副所長 １名（兼務）  

3．サービス管理責任者 １名（兼務）  

4．世話人 １０名（兼務） ０．８０ 

5．生活支援員 ７名（兼務） １．１８ 

 

④事故・苦情 

事故 １件：誤薬 

苦情 なし 
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平成２６年度 事業報告 
放課後等デイサービス『らいと』   放課後等デイサービス 

 
事業概要 

「児童福祉法」の理念に基づいて、学校通学中の障がい児に対して、放課後や夏休み等の長期休暇

中において、生活能力向上のための支援を継続的に提供することにより、学校教育と相まって障がい

児の自立を促進するとともに、放課後に充実して過ごせる場となるように取り組んだ。 
５月 13 日より開所。開所時は 16 名の利用者登録であった。利用者支援やプログラム・送迎の段取

りなど、日々改善を重ねながら登録利用者数を増やしていった。指導訓練室は国基準よりも広いスペ

ースを確保していたが、10 名の定員の中で年齢幅や障がい特性上の配慮や見守りが必要な人が多く、

活動空間としては狭かったため、別事業に使う予定であったスペースも放課後等デイサービスの占有

スペースに転用し、より広いスペース・多くの部屋での支援を行った。 
児童の行動を踏まえ、安全を第一に考え、環境設定やプログラムなどを工夫して支援を行った。 

   

 紙芝居            豆まきゲーム          Ｅテレ「いないいない ばあっ！」 

 

 

①年間利用状況 

事業日数 定員 在籍人数 延べ利用人数 平均利用者数 利用率 

269 日 10 人 30 人 2096 人 7.8 人 77.9％ 

 

②利用者の年齢・性別 

 男 女 計 

小学生（低学年） ５ ４ ９ 

小学生（高学年） ７ ５ １２ 

中学生 ４ ０ ４ 

高校生 ４ １ ５ 

計 ２０ １０ ３０ 

 

③職種別職員数（平成 26年 3 月） 

職種 配置人数 常勤換算 

1．管理者（所長） １名（兼務）  

2．副所長（支援員） １名（兼務）  

2．児童発達支援管理責任者 １名（常勤専任）  １名 

3．常勤支援員 １名（常勤専任）  １名 

4．時短支援員 ６名（専従２名・兼務４名）  ２．４名 

 

④事故・苦情 

事故 利用者の怪我：２件 車両事故：３件（物損のみ） 

苦情 なし 
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平成 26 年度事業報告書   京都市洛南障害者授産所 

平成 26 年度で洛南障害者授産所は 30 周年の節目を迎える事となりました。大々的な変化はありませんでしたが、引き続

き中長期経営計画に沿って B 型事業所に求められる『働き』に軸を置いた事業運営を行いました。 

１．授産事業について  

当年度は、売上にして昨年度比約２０％増を達成しました。特に印刷部門で優先調達法による官公庁からの新規受注や、新

たな民間企業との取引が開始された事が大きく影響していると思われます。受託部門でも充実した作業を確保する事で利用

者の意欲が引き出され、売上増に結びついています。また、取引先に出向いて事務職の施設外就労を開始するにも至ってお

り、これらの総合的な結果として平均支払工賃が昨年度比で月額 4.8%増となり、工賃向上を目指す事業所として成果を残す

事が出来ました。 

２．利用者動向について 

年度当初 26 名だった利用者数は、最終的に 29 名まで増加して昨年度と同数となりました。特徴として、精神障がいのあ

る方の利用が増えてきており、利用者ニーズに沿った多様な働き方への配慮が今後求められていくものと思われます。また

利用者の入院が目立った年度でもあり、通所率は 119.3%（昨年度 121.3%）と微減しました。一方で、一般・支援学校卒

業生からの利用希望は多く、来年度は 10 月の新規事業所の開所まで現員プラス 8 名の計 37 名でスタートする予定です。 

３．就労支援について 

今年度は就労支援に関する事業に申請をし、数多くの事業にご採択頂きました。 

特に『福祉から雇用応援事業』では就労支援員による面接・企業見学の同行など 

多角的な支援をして頂きました。またスキルアップやマナー講座でも㈱ワコール 

や嵯峨芸術大学より専門講師を招き、今までにない知識や経験を積む貴重な機会 

となりました。所内でも独自のセミナーやパソコンのスキルアップ講座を企画・ 

開催し、就職面・作業面それぞれで成果を発揮されています。 

４．その他（第三者評価受診、地域貢献事業） 

 

 

①年間利用状況 

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 1 日当たり 利用率 

246 20 26～29 5,869 23.9 119.3％ 

②職種別職員数 

 
管理者 

ｻｰﾋﾞｽ管理 

責任者 
職業指導員 生活支援員 

目標工賃 

達成指導員 

基準配置 1 1 3 1 1 

常勤職員 1（兼） 1（兼） 3 1 1 

非常勤職員   3 4  

③授産事業の収支等 

 収入 支出 
差引 

平均支払工賃額

（月額）  売上 必要経費 工賃 支出合計 

印刷部門 34,803,245 23,785,645 5,039,500 28,825,145 5,978,100 36,785 

受託部門 4,679,371 946,249 6,262,000 7,208,249 ▲2,528,878 32,615 

計 39,482,616 24,731,894 11,301,500 36,033,394 3,449,222 34,351 

④事故、苦情 

事故 物損事故 0 件 人身事故 0 件 

苦情 なし 

 

 
＜㈱ワコールによるマナー講習会＞ 

授産所として初めて第三者評価を受診しました。施設事業全般・福祉サービスの

水準等について振り返る良い機会となりました。今回の結果を踏まえて、更なる

サービス向上に努めていく所存です。地域コミュニティ紙「あーる・じぇい」は

引き続き好評で、今年度 8000 部まで増刷するに至りました。比例して同時期

に開催するパソコン講座の申込者数や紙面への問い合わせも増加の傾向にあり、

地域と授産所をつなぐ大きな架け橋となっている事が伺えます。  
＜洛南夏まつりの１コマ＞ 
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平成 26 年度事業報告 

京都市伏見障害者授産所（就労継続 B 型） 

① 事業内容 

平成 26 年度は就労継続Ｂ型事業所として高工賃と利用者の能力を最大限に生かすという事を目標に

作業支援を行い、また生活面においても困難な事例がでた場合において相談に応じご家族や各種関係機

関と連携を取ることで地域において支障なく生活が出来るように支援を行いました。 

② 授産事業 

今年度は工賃の向上を目指し各事業において積極的な受注に取組み、また新しい印刷機器の導入、軽

作業においては単価の見直しなどを行うことで工賃も増額し、かつ黒字決算で終えることが出来ました。

また、今後のより一層の工賃増額を目指し新たな事業の立ち上げの準備も行うことが出来ました。これ

からも利用者の方の可能性の拡大と工賃増額を視野に入れ事業を展開していきたいと思います。 

③ 利用者支援 

平成 26 年度は入退所の変動はなく 20 名の利用者の方に継続して通所して頂ける結果となりました。

また生活面においても、各関係機関と連携し快適に生活が送れるように支援しました。また、初めて土

曜日にワークショップ（料理教室）を開き作業だけでなく楽しみをもった生活訓練も行なうことが出来

ました 

 

① 年間利用状況                       

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 1 日あたり 利用率 

257 日 14 人 20 人 4,272 人 16.7 人 119% 

 

② 職種別職員（人） 

 
所長 

（兼務） 
サービス管理責任（兼務） 生活支援員 職業指導員 目標工賃達成指導員 

嘱託医 

（兼務） 
  嘱託医 計 

常勤職員 １名 1 名 1 名 1 名   
 

１名 １３名 

非常勤職員     １名（常勤換算 0.7） １名 （兼務）  

③ 授産事業の収支等                                

区分 収入額 
支出額 

差引 平均工賃 
経費 工賃 

印刷事業 9,143,673 8,194,009 911,800 37,864 25,327 

清掃事業 1,471,318 401,472 1,826,300 -756,454 25,365 

その他 3,810,931 1,090,460 1,986,650 733,821 16,555 

計 14,425,922 9,685,941 4,724,750 15,231 20,722 

④事故、苦情 

 

 

 

⑤利用者の障害程度区分（人）     

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分なし 

0 4 5 6 3 0 2 

 

事故 物損事故：2件 人身事故：なし 

苦情  な  し 
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平成 26 年度事業報告 

京都市伏見障害者授産所（生活介護型） 

① 事業内容 

平成 26 年度は生産型の生活介護事業所として作業面やプログラム面でその特色を生かした支援をお

こないました。生産活動では作業を通して利用者の方の能力を最大に発揮できる支援を行い、やりがい

を感じて頂けるように努めた。また、生活介護事業所としてのプログラム面の充実も図り、個別でのプ

ログラム活動に加え、グループでの外出行事も取り入れることで楽しみを持って通所して頂けるよう努

めました。さらに、生活面においても困難な事例がでた場合において相談に応じご家族や各種関係機関

と連携を取ることで地域において支障なく生活が出来るように支援を行いました。 

（作業支援） 

作業支援としては、利用者の方の能力が最大に発揮されるよう能力に合った作業を提供するように心

がけた。また、自助具などを作成し関わってもらえる作業の幅を広げることが出来ました。 

また、昨年度から行なっているアンケート作業の講師派遣事業であるが今年度も石川県金沢市の事業

所からお声掛けを頂き実施することが出来ました。今回は遠方ということもあり 2 日間に渡っての事業

となったが、担当利用者の方も前回よりも資料を充実させより中身の濃い講義を行なうことができまし

た。 

（生活支援） 

平成 26 年度においては入退所の変動はなく、1 年を通し約 110%の通所率を達成することが出来まし

た。個別性を大事にして通所形態なども選択の幅を広げたこともあり高い通所率が達成できたものと捉

えています。その一つとしての生活介護事業のプログラムでは今年度初めてグループでの外出プログラ

ムを実施しました。また、iPad も購入し利用者の方のコミュニケーションツールとして利用を始めてい

ます。休み時間などに職員の支援のもと実際に触れてもらい出来ることを増やしていっています。この

ように今後もより一層支援の幅を広げ多岐に渡り満足頂けるサービスを提供し魅力のある施設運営を

心がけて行きたいと思います。 

 

② 年間利用状況                     

 

 

 

③ 職種別職員（人） 

 
所長 

（兼務） 
サービス管理責任者（兼務） 生活支援員 

看護師 

（兼務） 

嘱託医 

（兼務） 
 

  嘱託医 計 

常勤職員 １名 １名 3 名 １名   １名 １３名 

非常勤職員   3 名（常勤換算 1）  １名 （兼務）  

④ 事故、苦情 

 

 

 

⑤ 利用者の障害程度区分（人）    

 
区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

0 0 0 2 8 

     

 

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 １日当たり 利用率 

247 日 6 人 10 人 1,615 人 6.5 人 109％ 

事故 物損事故：2件 人身事故：なし 

苦情  な  し 
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京都市山科障害者授産所 

 （就労継続支援B型事業） 
 

◆事業概要 
２６年度当初は企業就労で退所した利用者が多くあり、定員割れの状態でのスタートとなったが、積

極的に利用者確保に努め、年度末には12名の利用者を確保することができた。 
利用者の６割が中途障がいの方で、｢働き｣を通して再び生きる力

を取り戻せるように幅広い作業内容の確保と、主体性を引き出せる

作業場の構造化を行い、利用者間で協力しながら効率的に作業を進

められる環境づくりに力を注いだ。 
今年度は 1 名の利用者がＡ型事業所へ就労することができた。現

在は就労希望の利用者がいないことから、日中活動を｢働く場｣と位

置づけ、労働に特化した環境設定が必要になってきている。 
また、一昨年度受診した第三者評価の結果を基に、新たにマニュ

アル作成や見直し等を行った。また職員の専門性の底上げを行うた

めに内部研修を月１回実施し、第三者評価の気づきを日々の実践の中で有効的に活用した。 
次年度も日中活動を「就労の場」と位置づけ、幅広い作業内容を提供するため、営業活動に力を注ぎ

収益増に結びつけたい。 
 
◆事業実績 
① 年間利用状況（平成26年度４月～平成27年度3月） 

 

 
 

② 職種別職員数 

所長(兼) 
サービス管理 

責任者(兼) 
生活支援員 職業指導員 

目標工賃 

達成指導員 
嘱託医 

栄養士

(兼) 
計 

１ １ １ １ １ １ １ ７ 

 
③ 授産事業収入 

事業内訳 収入 工賃 その他経費 収支 

印刷事業 1,828,392 2,054,900 120,379 ▲346,887 

受託事業 470,165 528,400 0 ▲58,235 

自主製品事業 52,243 58,700 2,963,088 ▲ 2,969,545 

清掃事業 261,203 293,700 ▲32,497 

その他の事業      

利息/積立 1,047 1,047 

合計 2,613,050 2,935,700 3,083,467 ▲3,406,117 

＊２６年度は会計処理の方法を変更しており、授産収入全額（13,467,028円）を生活介護事業の収入とし、生活介護

事業からＢ型事業へ（2,613,050 円）を外注費として繰り入れた金額がＢ型事業の収入となっている。両事業の収入

を合計すると外注費としてＢ型に支払った金額が２重にかかってくるために（13,467,028円）となるが、実際の収入

は（10,853,978円）である。Ｂ型事業の収入のほとんどは生活介護事業からの外注費であり、両事業の合計金額は下

表のとおりである。 

 

授産事業総額 

 
④ 事故・苦情  なし 

事業日数 定員 在籍人数 実利用者数 1日あたり 利用率 

244日 10名 10.5人 2,418人 9,9人 99.1％ 

事業内訳 収 入 生活介工賃 Ｂ型工賃 その他経費 収支 
 

合 計 13,467,028 2,837,900 2,935,700 11,524,015 ▲3,830,587 
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 京都市山科障害者授産所 

（生活介護事業） 

◆ 事業概要 

今年度は利用者の身体機能の低下が著しく、日中活動においてより個別的な支援が必要となる利用者の目立った1年であ 
った。 
日々の体調の変化により医療的なケアを必要とするケースがあり、単独施設だけでは支えることが困難となり、施設の枠 

組みを越え複数の施設間で協力し合いながら日中活動の支援を行った。情報を共有化し調 
  整を行うことも必要となり、施設間の連携を強化しながら、利用者の体力の維持や精神的 

安定に繋げ、法人内の複数の施設が連携して利用者の生活を支えるという経験はこれまで 
にない大きな成果であった。 

    また、身体状況の変化等から施設の活動内容以外のプログラムが必要となるケースも複数

あり、エリア内の施設を併用するなど、より利用者のニーズに沿ったサービスの提供に努め

た。 
    一昨年度受診した第三者評価の結果に基づき、新たなマニュアルの作成や見直し等を行い、

また職員の専門性の底上げを行うために内部研修を月１回実施して、第三者評価の気づきを

日々の実践で有効的に取り入れるように努めた。 
次年度は、個々の利用者のニーズや身体機能に合わせたきめ細やかで丁寧な支援ができるよう支援スキルの向上とサービスの

充実を図っていきたい。 
 

◆ 事業実績 

① 年間利用状況（平成26年度4月～平成27年3月） 

   

 

 

② 職種別職員数 

所長(兼) 
サービス管理 

責任者(兼) 
生活支援員 

生活支援員 

(嘱託) 
看護師 嘱託医 栄養士(兼) 計 

１ １ ３ ２ １ １ １ 10 

 

③ 利用者障害区分 

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

― ― ４人 ２人 ４人 ２人 12人 

  

④ 授産事業の収入等  

事業内訳 収入 工賃 その他の経費 収支 

印刷事業 6,888,553 1,987,700 5,413,611 ▲512,758 

受託事業 639,051 510,800 248,445 ▲120,194 

自主製品事業 2,772,585 56,100 2,653,881 62,604 

清掃事業 530,797 283,300 110,861 136,636 

その他の事業 21,750  13,750 8,000 

利息/積立 1,242  446,752 1,242 

合計 10,853,978 2,837,900 8,440,548 ▲424,470 

   ＊２６年度は会計処理の方法を変更しており、授産収入全額（13,467,028円）を生活介護事業の収入とし、生活介護事業からＢ型事業へ

（2,613,050円）を外注費として繰り入れた金額がＢ型事業の収入となっている。両事業の収入を合計すると外注費としてＢ型に支払っ

た金額が２重にかかってくるために（13,467,028円）となるが、実際の収入は（10,853,978円）である。Ｂ型事業の収入のほとんどは生

活介護事業からの外注費であり、両事業の合計金額は下表のとおりである。 

  授産事業総額 

事業内訳 収入 生活介護工賃 Ｂ型工賃 その他経費 収支 

合計 13,467,028 2,837,900 2,935,700 11,524,015 ▲3,830,587 

 

⑤ 事故・苦情  なし 

 

事業日数 定員 在籍人数 実利用者数 1日あたり 利用率 
２４４日 １０人 １２人 2,399人 9.83人 98.3％ 
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平成 26年度報告

在籍数 61 人 入園者数 4 人

平均利用数 49.6 人 退園者数 2 人

稼働日数 252 日 平均利用率※ 91.2%

延利用数 12,510 人 余暇支援日数／述人数 8 日／264 人

京都市ふしみ学園（生活介護生産型）

平成 26 年度の事業では、まず新分室の設置運営が挙げられる。年度当初には完成される予定であったが、工

期が遅れ移転は 5 月のゴールデンウィークとなった。男女ともに重度の障害があり環境の変化に敏感に左右される

利用者の引っ越しということで、その影響がかなり心配されていたが、一人ひとりに居心地を工夫することで思いの

ほか平穏に移行できた。

１階に設けた地域交流スペース「ひだまり」は、１０人も入ると満員になるほどの小さなスペースではあったが、

様々なサークル活動や地域住民の憩いの場、時には商談の場としてにぎわいを見せた。その場での飲み物の提供

は重度の利用者が担当、お客様の優しい心遣いにも助けられ和やかな空間となった。

受託業務では、それまでの室内作業が減少したことや外部に出ての作業を希望する声が寄せられたため、ほっ

とはあとセンター経由で京都市役所敷地の除草作業に応募したり、いたはし学園のパン配達を請負うなど動きのあ

る作業を受注した。

アトリエやっほうでは、各種絵画展の開催ごとに絵画の購入を希望される方が現れ、何らかの対応が必要な状況

になったため、今できる方法として複製画の取扱いを業務委託することとした。その活動とそれまでの受賞作品への

反響から、京都府内外から様々な出展の機会をいただき学園企画を超える出展や絵画貸出の依頼が寄せられた。

しかしながら、それらを支える職員体制は不十分で、ニーズに沿って送迎を開始したことや休日の余暇支援の継

続も相まって、職員への負担は倍増した。

さらに、利用者家族の高齢化等で入所系への異動を余儀なくされるケースへの支援や家族内でのトラブルへの

支援など、通常の日中活動を超えた支援も大幅に増えたことから、質量ともに大変な一年となった。

次年度は、職員体制を整え充実することで、一つ一つより丁寧な支援を心がけて進めていきたい。

絵画貸出

滋賀県社会福祉事業団「ふらっと美の間」 作品６点

滋賀県社会福祉事業団「美術旅館」    作品２点

天才アートミュージアム展       作品 10 点

はあと・フレンズ・ストア           作品３点

アウトサイダーアート 2015 豊橋展    作品 18 点

京都市呉竹文化センター ショーケース展示 作品 18 点
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平成 26年度報告

        

在籍数  11.75名

稼働日数 297日

延利用数  2,141名

入園者数    8名

退園者数    8名

平均利用率  72.1％
※月～土 稼働中 5日利用の為、

平均利用率は低くなっている。

  

                                   在籍数   14.6名

稼働日数 294日

  延利用数 3,288名

入園者数 1名

退園者数 1名

平均利用率 112.0％

※月～土 稼働中 5日利用

の為、平均利用率は低く

なっている。

就労移行支援事業(定員 10 名)

２６年度は、前年度同様に大手企業からの求人が増し就労支援活動は活

発に繰り広げられた。しかし毎年のことながら、就職に伴い退園された後の利用

者減は事業所運営には非常に厳しく、不安が付きまとう状況が続いた。

一方で、利用期限最終年で、尚且つ就職の見通しが立っていない方につい

ては、ご本人のニーズに合った次の利用先を模索しなければならず、釈然とし

ない思いがつのった。

定着支援では、個別で相談に応じ定期的に助言していくことで今年度も離職

者を出すことなく成果が見られた。が、年々増加するOBへの支援についても終

わりが見えず不安がよぎることとなった。。

また、昨今の利用者像から鑑みて、有効に 3 年間の移行支援を行う為には

その前段の訓練が一定必要で、今後の事業展開についても検討が求められ

る。

就労継続支援Ｂ型事業（定員 10名）

Ｂ型事業を開始して5年目に入り、利用者数が定員の150%に達したため、就労

移行支援期間に就職が叶わなかった方の受け入れができない状況になった。現在

所属する利用者に関しては、様々な配慮や支援が引き続き求められるものの、作業

に関しては習熟しており、それぞれが主体的に業務にあたることが出来ている。

就労事業に関しては、昨年度末から始まったよつ葉ホームデリバリー、じねんと市

場での売上げが順調に伸びを見せ、さらに京都市動物園への卸販売も再開し安定し

た収入につながった。

一方で、日配が必須となり休日稼働が恒常化する課題に対して、職員を増員する

など対処したが、収支バランスを維持するため新たな課題も発生した。

また、パン・焼き菓子を販売するにあたり、景品表示法が改正されたことで、原材

料や消費期限・エネルギー・成分等の表示方法が変更になり、その準備に追われる

ことになった。

次年度に向けては、原材料費の高騰に加え、各種製品に係る検査費用等更なる

経費が掛かってくることから、より効率的で費用対効果を考慮した事業運営に努めて

いきたい。
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平成 26 年度事業報告概要              京都市やましな学園（生活介護事業） 
今年度も引き続き、中長期経営計画で取り上げた赤字を出さない経営を目指すことと、工賃支給額

を増やすことを目標として掲げた。赤字を出さない経営に関しては、支援学校から新規のご利用者 2
名を 4 月に迎え、さらに 11 月から 1 名契約し登録者数が 37 名となった。通所者数は平均 32 名とな

り通所率も 90％を超えることができ、今年度においては赤字からの脱却が図れたと思うが、まだまだ

安定した経営を目指すには利用者を増やす努力が必要と考える。 
工賃支給額の増額については、平成 25 年度にエントリーした京都府人権街頭啓発物品『じんくん

ファイル』の受注が決定し他施設とも協力し取り組むことが出来たので昨年度よりは増額することが

できた。今年度は、積極的に外部出展にも出向いた。その中で、呉服の端切れの寄付をいただき、自

主製品として着物の生地を使った和柄のくるみボタンやアールデコ製品を制作し、【京都】シールを

パッケージに取り入れるなど商品価値を上げる工夫を行なっ

た。結果としてほっとはあとセンターの“ぶらり嵐山”の売上

点数でベスト 18 にランクインすることができた。また、乾燥

野菜の商品化を行ない販売を開始したところ、安定的な商品製

造には至っていないが、売上は好調である。 
また、学園の広報活動としてプロモーションビデオを制作し

た。外部の業者に依頼したことで、今まで気づかなかったご利

用者の表情や動き、また映像としての見せ方など新たな一面を

たくさん発見することが出来た。 
経年的課題である送迎車輌の老朽化の問題については、中古車ではあるが新たに車両を更新するこ

とが出来た。今後も継続的に車両の整備は行なっていきたい。 
 
① 年間利用状況 

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 1 日当たり 利用率 

244 日 35 名 37 名 7,992 名 32.7 人 93.6％ 

② 利用者程度区分 

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

0 0 7 17 12 1 37 

③ 職種別職員数 

区分 管理者 サービス 

管理責任者 

支援員 事務員 栄養士 嘱託医 計 

常勤職員 1(兼務) 1 6 1(兼務) 1(兼務)  10 

非常勤職員   3   1 4 

④ 生産活動事業収支

⑤ 事故・苦情 

利用者にか

かる事故 

1 件(転倒事故) 

保険より見舞金の給付あり 

運転事故 物損事故 2 件 人身事故 0 件 

苦情 なし 
 

26 年度 収入 必要経費 工賃 収支差額 平均支払工賃額 

受託事業 872,904 28,026 599,588 245,290  

 

1,926 円 

 

自主製品 241,710 228,899 74,065 ▲61,254 

清掃事業 72,000 2,212 78,184 ▲8,396 

その他（販売他） 78,025 187,022 66,643 ▲175,640 

合計 1,264,639 446,159 818,480 0 
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                     １ 

平成 26 年度事業報告概要                 京都市やましな学園(就労継続 B 型事業) 
＜ご利用者の同士の「絆」が深まった一年＞ 
当事業に所属されているご利用者は療育手帳 A 判定が 67%、障害年

金 1 級の方が 70％以上と重度の方が大半を占めている。お互いでよ

いところを探しあう「いいことカード」実施から４年が経ち、ご利

用者の仲間意識や自立心が強く芽生え、お互いを思いやり支え合う

気風がとても強くなってきている。今年度はそこを活かし、「働く」

という観点から自立を目指す取り組みを進めた。工賃規程に「リー

ダー手当」を新設。リーダーとなってみんなのために役立つことで

一層自信をつけていただけたと思う。 

 

＜焼き芋に続き、ソフトクリームも販売を開始し地域に向けた取組みを展開＞ 

 「図書館の下で毎週朝市している」「おいしい焼き芋を売ってい

る」と地域の方々に認識していただけるようになってきたが、より

喜んでいただけるツールとしてソフトクリーム販売も開始した。バ

ザーなどでは飛ぶように売れるソフトクリームは他の物と比べ活気

があり、ご利用者のやりがいにつながった。 
また、地域で行われるイベントに実行委員として企画段階から参加

させていただくことでご利用者の存在や施設の意義を地域の方々に

伝えていけるようになってきた。 
今後も地域に出ていき、自慢の商品を販売することで地域の方々と

交流し、地域の中で普通の暮らしができるよう支援していきたい。 
 
① 年間利用状況 

事業日数 定 員 在籍人数 実利用人数 1 日当たり 利用率 
244 日 20 人 24 人 5,481 人 23.4 人 112.3％ 

② 職種別職員数 

区分 管理者 ｻｰﾋﾞｽ管

理責任者 
職業 

支援員 
生活 

支援員 
目標工賃達

成指導員 
事務員 栄養士 嘱託医 

配置人数 1 1 7 1 1 1(兼務) 1(兼務) １ 
常勤換算 0.5 1 4.2 1 － － － － 
③ 生産活動事業収支 

26 年度 収入 必要経費 収支差額 工賃支払額 工賃変動積立金 

受託事業 2,733,014 760,458 1,972,556 

4,167,225 89,892 清掃事業 1,608,000 270,359  1,337,641 

その他の事業(朝市・焼き芋他) 4,163,975 3,217,055 946,920 

合   計 8,504,989 4,247,872 4,257,117 4,257,117 

④ 工賃支払状況 

 26 年度（24 名） 前年度比 

総支給額 4,167,225 107.3％ 

工賃支払対象者延べ人数 281 103.7％ 

1 人当たりの 支給月額 14,830 103.5％ 

 
⑤ 事故・苦情 

 
 

事故 物損事故：0 件 人身事故：0 件 
苦情  なし 
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京都市だいご学園（就労移行支援事業／就労継続支援Ｂ型事業） 
概要 

２６年度は、昨年度に引き続き、それぞれの事業において求められる役割期待を明確にし、直面する課題を具体的

な取り組みとして様々な実践を行った。就労移行では、利用者層の変化にも対応しながら定員８名の内６名を一

人々の特性に合った職場（一般企業）へ送り出すことができた。就労継続支援 B 型事業においては、利用者がや

りがいを持って取り組める仕事を作るとともに、働きに見合ったお給料を支払うために努力を続けてきた。学園の

大きな柱となっている製菓事業については、新たな取引先として大学生協への道が開け、龍谷大学生協、橘大学生

協に続き、規模の大きい京都大学生協への営業が実り、卸販売の足掛かりを作ることができた。また直販部門にお

いては、売上目標とした月平均５０万円を上回る売り上げを達成することができた。その他作業としては、老人福

祉施設や東山にある高台寺の霊園の清掃などに、施設外就労の場を広げ、昨年度に引き続き、夏冬の賞与に加え年

度末賞与を支給することができ、みんなの頑張りに応えることができた。また、第三者評価を受診し「オール A」

の評価を頂いた。特に良かった点として、「本事業所が、就職を目指すトレーニングの場であること、また「働く

場」であることの意識を高く持ちながらも、余暇活動においても利用者の自治会を設け、職員も関わりながら行き

先を決定する等、利用者を中心にバランスの取れた支援が行われている。身だしなみやマナーを含め、社会人とし

て広く地域で活躍するための支援が行われており、高く評価できる。」等のうれしい評価を頂くことができた。 
http://kyoto-hyoka.jp/wp-content/uploads/2015/05/1dff6280aa345ee564ac1aff60a54c7e.pdf 

 
 
 
 

 
 
 
 
① 年間利用状況〈就労移行事業〉 

稼働日数 定員 登録人数（３月時点） 通所述人数 一日当たり 利用率 
２８０日 8 人 ６人 ２，０４８人 ７．３人 ９１％ 

〈就労継続支援Ｂ型事業〉 
稼働日数 定員 登録人数（３月時点） 通所述人数 一日当たり 利用率 
２８７日 ２２人 ２４人 ５，１９０人 １８，１人 ８２％ 

② 職種別職員数 〈就労移行支援事業〉          〈就労継続支援Ｂ型事業〉 
 常勤 非常勤 常勤換算 

園長 １（兼）   
サービス管理 
責任者 

１（兼）   

就労支援員 １  １ 
職業指導員 ２（兼）  １ 
生活支援員 ２（兼） １ １．３ 
嘱託医  １  

管理栄養士 １（兼）   
合 計   ３．３ 

                         
                        ④工賃支払状況    

収入合計 １８，４７６，８３５ 
支出合計 １７，９６７，０３６ 
差 額 ５０９，７９９ 

工賃総支給額 ５，８２７，６４３ 
月平均支給額／１人（B） １６，２９２ 

③授産事業の収支等（全体） 

 常勤 非常勤 常勤換算 
園長 １（兼）   

サービス管理 
責任者 

１（兼）   

職業指導員 ３ ２ ４ 
生活指導員 １（兼２） １（兼１） ２．９ 
目標工賃達成指導員 １   
嘱託医  １  

管理栄養士 １（兼）   
合 計   ６．９ 
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